
Ｊリーグ
ホームタウン活動調査
2018年版

2019年4月1日版
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

※一部クラブのデータを更新しました。



調査概要（1/3）

⚫ 本調査は、2018年にＪ１・Ｊ２・Ｊ３の54クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて
集計したものです。

⚫ 2016年版から下記の集計ルールを採用しています。
⚫ クラブによるルール解釈・報告精度の違いを調整できていないため、あくまで参考値としてご覧ください。

期間 2018年1月1日から12月31日

場所
ホームタウン及び活動区域内での活動を対象とする。また災害被災地への支援や国外等での社会
貢献活動は、ホームタウンまたは活動区域外であっても対象とする。

活動者 クラブ（株式会社、および関連する社団、ＮＰＯなど）に所属し、または直接の契約を有し、
またはクラブを公式に象徴する、あらゆる者による活動を集計対象とする。

対象とする（Ａ） 対象としない

• 選手（トップ、女子、アカデミー）
• 監督、コーチングスタッフ（トップ、

女子、アカデミー、普及、スクール）
• クラブの役員、職員
• アンバサダー、マスコット、公式チア

チーム
• エアゴールなど、クラブを象徴しうる

備品の貸し出しは、集計対象とする

• 提携先の学校、クラブ、少年団等に所属
する選手、監督コーチングスタッフ、
役職員等

• クラブの外部株主
• 外部の支援団体（自治体、町内会、

商店会、企業、学校、サポーター、
ボランティア等）で、（左記）の
（Ａ）が参加しない場合
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調査概要（2/3）活動内容

対象とする 対象としない

• 企業での講話、講演 • 企業や店舗への表敬訪問、または商談

• 地域振興団体*への表敬訪問 • 地域振興団体*との事務的な協議

• 地域振興団体*主催の大規模パーティ、懇親会への出席 • 一般的な、またはプライベートな食事会・懇親会

• 豆まきへの参加（地域の催事への協力） • 必勝祈願（クラブの行事）

• ちらし等の配布、またはポスティング

• グッズ売り場での販売補助

• 試合会場、トレーニンググラウンド（キャンプ地を含
む）におけるファンサービス

• 社会貢献・地域貢献に関する取材対応 • スポーツに関する取材対応

• 地方振興団体*の広報への協力

• 障がい者など、社会的弱者を試合に招待 • 一般的な試合招待事業

• チャリティ目的の選手シートの設置

• クラブとしての寄付、及び物品寄贈

• クラブと無関係の選手個人の活動
• 巡回指導など、無償の普及活動
• サッカー以外のスポーツ振興活動
• 介護予防事業

• Ｊリーグ公式行事への参加
• クラブが主催する、支援者またはファン・サポーター

向け行事への参加（ビジネスパーティ、入団会見、
ファン感謝デー、ファン向けトークショーなど）

• 研修やセミナーの受講

* 地域振興団体：自治体、商工会、青年会議所、ロータリークラブ、ライオンズクラブ、経済同好会、商店会、自治
会、及びその外郭団体。並びにクラブを応援する地域の集まり（ホームタウン連絡協議会など）。

**年間を通して毎日稼働する活動（スポーツチームの保有、医療センター開設など）は、1件として報告する。その
際、活動内容/名称欄に（チーム）（常設）などと付記する。但し学校訪問など、その都度訪問先が異なる場合は、
従前通り一訪問先毎に報告する。
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調査概要（3/3）活動ジャンル

大項目 活動ジャンル

スポーツ×健康 サッカー普及｜地域スポーツ振興｜食育｜健康（介護予防を含む）｜医療｜その他

Ｊクラブ×地域振興 地域・産業｜道路・交通｜まちづくり｜観光｜国際交流｜その他

Ｊクラブ×社会課題 環境｜人権・ダイバーシティ｜教育・啓発｜復興支援｜その他
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54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*()は2017年実績です。

合計活動回数

21,102回

（17,832回）

64.65%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

13.61%

21.74%

13,642回2,873回

4,587回

1クラブ平均

391回/年
（330回/年）
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（68.9%/12,286回）（10.0%/1,784回）

（21.1%/3,762回）

2018

2017



54クラブの活動領域分布（クラブ別）
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スポーツ×健康 Ｊクラブ×地域振興 Ｊクラブ×社会課題解決

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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～ クラブ別ホームタウン活動報告 ～
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各クラブ担当者が
2018年に、
最も感動した活動について、
（原則1枚の）写真と、
短いコピーで
表現していただきました。



北海道コンサドーレ札幌（活動領域分布）

ホームタウン

札幌市を中心とする北海道

40.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

16.9%

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

活動回数

439回

（418回）
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（44.3%）（16.5%）

42.8%
（39.2%）

2018

2017
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◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

地震に負けないぞ！被災後、一番いい笑顔でハイポーズ！

北海道コンサドーレ札幌（『感動』活動）

ホームタウン

札幌市を中心とする北海道

北海道コンサドーレ札幌は、9月6日に起こった北海道
胆振東部地震の被災地であるむわか町、厚真町、安平町
を慰問訪問しました。サッカー教室では選手と被災地の
子どもたちが一緒にたくさんの汗を輝かせ、笑顔いっぱ
いで交流しました。
「震災後、一番いい顔をみることができました」という
声が聞かれ、子どもたちの円らな瞳から、選手たちも
元気をもらっていました。子どもたちの笑顔が地元
復興の源になってほしいと願っています。



いわてグルージャ盛岡（活動領域分布）

ホームタウン

77.4%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

5.1%

盛岡市・宮古市・大船渡市・花巻市・北上市・久慈市・遠野市・一関市・陸前高田市・釜石市・

二戸市・八幡平市・奥州市・滝沢市・雫石町・葛巻町・岩手町・紫波町・矢巾町・西和賀町・金ケ崎町・平泉町・住田町・大槌町・山田町・
岩泉町・田野畑村・普代村・軽米町・野田村・九戸村・洋野町・一戸町【岩手県全県】

活動回数

137回

（131回）
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（73.3%）（1.5%）

17.5%
（25.2%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。
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64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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選手の筋肉に感動！！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

2016年より、盛岡青松支援学校訪問教育部
（医大学習室）への訪問授業として、
年2～3回交流させていただいております。

今回の訪問授業は、「自分のしたいことベスト3」を
選手、児童生徒の皆様と発表しあいました。
感動したことは、児童生徒の皆様の病気に負けず
将来の夢を持ち、元気よく発表してくれたことです。
私たちが元気を与えに行ったのですが、
逆に児童生徒の皆様のお手紙や触れ合いを通して、
元気をもらいました。

病院の一室には先生、親、たくさんの方がいましたが、
全員が子どもたちの前向きな姿勢に感動していました。

現状はつらい治療や生活に大変かと思いますが、
夢を諦めずに、前向きで明るい大人へと育っていって
ほしいです。

いわてグルージャ盛岡（『感動』活動）

ホームタウン 盛岡市・宮古市・大船渡市・花巻市・北上市・久慈市・遠野市・一関市・陸前高田市・釜石市・

二戸市・八幡平市・奥州市・滝沢市・雫石町・葛巻町・岩手町・紫波町・矢巾町・西和賀町・金ケ崎町・平泉町・住田町・大槌町・山田町・
岩泉町・田野畑村・普代村・軽米町・野田村・九戸村・洋野町・一戸町【岩手県全県】



ベガルタ仙台（活動領域分布）

ホームタウン

宮城県／仙台市

55.0%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

21.1%

活動回数

342回

（269回）

Ｊリーグホームタウン活動調査2018年版 / 2019年3月 11

スポーツ×健康

（62.8%）（19.0%）

24.0%
（18.2%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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東日本大震災復興支援 復興への道のりを共に

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

9月16日(日)2018復興支援in石巻
・復興支援マッチ ベガルタ仙台 vs 仙台大学
・選手によるフットボールアトラクションの実施
・監督、コーチ、スクールコーチによるサッカー教室

参加した全ての人が笑顔で1日を過ごせた。
全選手、監督、スタッフが被災地の方々と直接ふれあう
ことで、サッカーを通じてホームタウンと繋がっている
実感を得られた。これからも被災地のクラブとして
ホームタウンによりそい続けたい。

ベガルタ仙台（『感動』活動）

ホームタウン

宮城県／仙台市



ブラウブリッツ秋田（活動領域分布）

ホームタウン

秋田県／秋田市、由利本荘市、にかほ市、男鹿市を中心とする全県

74.8%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

14.3%

活動回数

119回

（225回）

Ｊリーグホームタウン活動調査2018年版 / 2019年3月 13

スポーツ×健康

（36.0%）（48.4%）

10.9%
（15.6%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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仁井田福祉センター・ブラウブリッツ交流会

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

秋田市内にある仁井田福祉センターにトップチーム選手
２名と訪問した。
施設利用者の皆さんに実技披露や選手と一緒に脳トレを
行い交流した。

試合球を手に取り大変喜んでくれた。
また選手による今期得点シーン（ダイビングヘッド）の
再現では大変盛り上がっていたただいた。

今後は試合前に訪問し、実際に試合に観戦に来て頂き
試合後のピッチで写真撮影などができればと思う。

ブラウブリッツ秋田（『感動』活動）

ホームタウン

秋田県／秋田市、由利本荘市、にかほ市、男鹿市を中心とする全県



モンテディオ山形（活動領域分布）

ホームタウン

山形県／山形市、天童市、鶴岡市を中心とする全県

13.5%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

4.1%

活動回数

148回

（253回）
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スポーツ×健康

（58.9%）（7.1%）

82.4%
（34.0%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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山大医学部付属病院にモンテがやってきた

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

・病気と闘う子供達が、モンテでも屈指のオーラを持つ
選手2人とふれあうことで、目を輝かせてみていた。

・病気を治してスタジアムに来場できるように
頑張ろうという気持ちになってもらえたら嬉しい

モンテディオ山形（『感動』活動）

ホームタウン

山形県／山形市、天童市、鶴岡市を中心とする全県



福島ユナイテッドＦＣ（活動領域分布）

ホームタウン

福島県／福島市・会津若松市を中心とする全県

72.1%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

14.7%

活動回数

402回

（276回）

Ｊリーグホームタウン活動調査2018年版 / 2019年3月 17

スポーツ×健康

（78.6%）（5.1%）

13.2%
（16.3%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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福島の美味しいお米！農家と協力しクラブでPR！！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

クラブの3ミッションのひとつでもある、福島PR活動の中で、
「東日本大震災による原発事故に伴う風評払拭活動」
のひとつとして、市内のカトウファームさんのご協力のもと、
クラブで田んぼを一反買い取りお米を生育した活動。

安心・安全な福島のブランド米『天のつぶ』の美味しさを
全国へ発信するため、選手・スタッフが田植え、稲刈りを
行い、オンラインショップや提携先の湘南ベルマーレの試合
会場などで販売した。

農家とその関係する住民の方、そしてサッカークラブが
ひとつとなり、クラブの発信力を活かし、新聞やテレビなどの
メディアでも取り上げてもらい、今までサッカーに興味が無か
った方にもクラブを知ってもらうきっかけとなり、地域との
関わりと福島の食の安全安心を広くPRすることができた。

選手が体験、作業をすることで、より地域の方にとって、
クラブが身近な存在になってくれていると感じる。

今後も引き続き、地域の方との繋がりを大切にしながら
お互いに協力し、福島により多くの方（アウェーサポーター
を含め）にお越しいただくと共に、福島への経済効果を意識
しながら「福島にユナイテッドがあって良かった」と思って
いただける活動を行っていきたい。

福島ユナイテッドＦＣ（『感動』活動）

ホームタウン

福島県／福島市・会津若松市を中心とする全県



鹿島アントラーズ（活動領域分布）

ホームタウン

茨城県／鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

43.8%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

2.3%

活動回数

128回

（140回）
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スポーツ×健康

（54.3%）（9.3%）

53.9%
（36.4%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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アントラーズ百年構想プロジェクト（ミニバス大会・サンゴリアスラグビー教室）

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

・今回20回となる「アントラーズミニバスケット大会」
20年継続してサッカー以外のスポーツの振興に取り
組んできて、今年は特に県内唯一のプロバスケット
ボールチーム「茨城ロボッツ」との協働で大会の質の
向上に寄与しサッカー界以外の小学生、指導者、
保護者と喜びを共有できた。

・ラグビー教室でもフレンドリータウンやホームタウン
の小学生を対象に、アントラーズのスポンサーの
サンゴリアスの選手に直接指導いただき、
アントラーズを軸に行政、スポンサー様の三者で
喜びを共有できた。

・今後も「百年構想プロジェクト」としてサッカー以外
のスポーツの活動に取り組むことにより、
アントラーズと直接タッチする機会を増やし、
地域に根付いた活動を継続していきたい。
「する（Ｄｏ」スポーツはバスケットやラグビーで、
『観る（Ｗａｔｃｈ）』スポーツとして
『アントラーズ』や『サッカー』を身近に感じて
いただきたい。

鹿島アントラーズ（『感動』活動）

ホームタウン

茨城県／鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市



水戸ホーリーホック（活動領域分布）

ホームタウン

67.2%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

19.9%

水戸市・ひたちなか市・笠間市・那珂市・小美玉市・茨城町・城里町・大洗町・東海村

活動回数

688回

（722回）
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スポーツ×健康

（62.0%）（11.8%）

12.9%
（26.2%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

64.65%

13.61%

21.74%
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一体感！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

初めは、運動が苦手な園児は消極的に参加していました。
しかし、最後に試合をしたときには、園児の皆さん
全員で円陣を組み、大きな声で掛け声をかけ、
一体感が生まれていました。
これを、スポーツが好きになったり、友達と仲良く
なったりする、きっかけとなったと思います。

水戸ホーリーホック（『感動』活動）

ホームタウン

水戸市・ひたちなか市・笠間市・那珂市・小美玉市・茨城町・城里町・大洗町・東海村



栃木ＳＣ（活動領域分布）

ホームタウン

栃木県／宇都宮市

61.6%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

13.7%

活動回数

255回

（351回）
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スポーツ×健康

（59.5%）（31.3%）

24.7%
（31.3%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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選手とまさかの駆けっこ勝負！！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

栃木ＳＣは宇都宮市内の小学校を選手と一緒に回り
サッカー教室を行う「ゆめプロジェクト」という
事業を行っています。

2018年度最後の授業で、サッカー教室後の質問タイム
に生徒さんから、「50mのタイムは何秒ですか？」と
の質問が。
アレックス選手が「もしよかったら一緒に走っても
いいよ」と答え、急遽選手と、生徒たちが50ｍ走対決を
することに！ゆめプロジェクト初のまさかの展開！

足に自信のある選抜生徒たちを相手に、選手が圧倒的な
速さでゴール！

生徒たちは、選手の足の速さにはもちろん、選手が
急なオーダーに応えてくれたことに感動していました。

夢をかなえた選手と触れ合うことで、生徒たちに夢を
持つことの大切さを感じてほしいです。

栃木ＳＣ（『感動』活動）

ホームタウン

栃木県／宇都宮市



ザスパクサツ群馬（活動領域分布）

ホームタウン

群馬県／草津町、前橋市を中心とする全県

33.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

4.5%

活動回数

66回

（37回）
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スポーツ×健康

（51.4%）（5.4%）

62.1%
（43.2%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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歌の祭典と共に広げるスポーツの輪

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

ザスパクサツ群馬のオフシャルソングを歌うLACCO
TOWER主催の群馬で行う音楽イベントIROKS2018で
ザスパクサツ群馬OBの高田保則さんによるサッカー
教室を行いました。またクラブマスコットの湯友が
イベントへ参加しました。。
LIVEに来たのに体を動かすの？といった空気感
でしたが参加アーティストや湯友が率先して
ボールに触れ、それにつられてLIVEに来たお客様が
参加しサッカー教室をしました。

子供から大人まで参加いただきましたが、その中でも
音楽が好きでボールなんて普段蹴らないお客様が
そこでボールを使いサッカーを経験すること、
繋がれたことに感動しました。

2019年も参加予定なので様々な人にボール蹴る機会を
作って行ければと思っております。

ザスパクサツ群馬（『感動』活動）

ホームタウン

群馬県／草津町、前橋市を中心とする全県



浦和レッズ（活動領域分布）

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

84.6%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

4.9%

活動回数

1,192回

（1,139回）
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スポーツ×健康

（85.9%）（7.5%）

10.5%
（6.7%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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一生懸命から湧き出る「こころ」からの喜び！！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

浦和レッズでは、2011年3月11日に起きた東日本
大震災の復興支援プロジェクトとして、サッカーを
通じた子供たちの心のケアを目的として、
ハートフルサッカー in 東北(岩手・福島)を
2011年7月より継続して実施している。
(2018年9月の実施で11回目)

2018年は9月23日(日)～9月28日(金)の日程で、
福島県相馬郡新地町、岩手県上閉伊郡大槌町、
下閉伊郡山田町の小学校、保育園等を訪問し、
落合 弘キャプテンをはじめとした全コーチ陣による
サッカーを通じた「こころ」を育む活動を行った。

岩手県山田町の織笠小学校では落合キャプテンの
講話から始まり、キラキラと目を輝かせながら
一生懸命に話を聞く子供たちが印象的だった。
サッカー教室では真剣にコーチの話を聞き、仲間たちの
ゴールシーンではみんなで喜び、楽しみながら一生懸命
に取り組む姿には「こころ」から感動させられた。
復興はまだ道半ば。今後もサッカーを通じた「こころ」
を育む活動を続けていく。

浦和レッズ（『感動』活動）

ホームタウン

埼玉県／さいたま市



大宮アルディージャ（活動領域分布）

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

46.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

13.9%

活動回数

748回

（583回）
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スポーツ×健康

（44.6%）（17.5%）

39.8%
（37.9%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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最高の時間！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

大宮アルディージャ（『感動』活動）

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

子ども虐待防止「オレンジリボン運動」にさいたま市、
埼玉県とともに積極的にかかわっています。
選手会も協力し、シーズンを通じて児童養護施設の
子どもたちをホームゲームに招待する活動は10年
継続しています。
今回、10年目の活動でもっと取り組みを強化していこう
ということで、クラブ初の試みで選手が児童養護施設へ
訪問し、一緒にサッカーを楽しみました。
施設の子どもたちが笑顔で迎えてくれて、小学生から
高校生まで、選手とサッカーを楽しみました。
最初は見ている子どもや学校帰りで遅くなった子どもも、
途中から加わり、大賑わいで終了しました。
職員の方は、あんなに楽しそうな顔を見たことがないと
言っており、選手が訪問することのパワーを改めて
感じました。
選手会とも協議し、今後も訪問活動を積極的に行って
いきたいと思います。



ジェフユナイテッド千葉（活動領域分布）

ホームタウン

千葉県／市原市 、千葉市

60.4%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

16.0%

活動回数

520回

（525回）
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スポーツ×健康

（66.1%）（15.2%）

23.7%
（18.7%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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笑顔と幸せを運ぶ！？黄色いかざぐるまで両チームのサポーターをお出迎え！
『かざぐるまプロジェクト』

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

ホームゲーム開催時、ＪＲ蘇我駅からフクダ電子
アリーナまでの沿道に“黄色いかざぐるま”を
掲出する活動です。

2014シーズンより『ホームタウンを育て盛り上げよう』
と発足した地域・行政連携プロジェクト『Let‘s enjoy
そが』を主軸に地元企業や団体・行政の皆さまの力を
お借りしながら続けてきたこの活動に、今シーズンは
地元の子供たちがたくさん参加してくれました！

蘇我の街で育つ子供たちからの気持ちのこもった
お出迎えに、訪れたサポーターからは
「いつもありがとう」、「お疲れ様！」と温かい声が
かけられ、子供たちは嬉しそうに満面の笑顔を見せて
くれました。

かざぐるまプロジェクトは、自分たちが蘇我を
盛り上げるぞ！という地元の方も、訪れた方も笑顔に
なれるクラブ自慢の『一押し活動』です。いずれは
“蘇我の風物詩”として地元のアイコンの一つになれる
よう、より地域に溶け込んだ形での活動を目指し
続けたいと思います。

ジェフユナイテッド千葉（『感動』活動）

ホームタウン

千葉県／市原市 、千葉市



柏レイソル（活動領域分布）

ホームタウン

千葉県／柏市

42.4%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

6.1%

活動回数

33回

（53回）

Ｊリーグホームタウン活動調査2018年版 / 2019年3月(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 33

スポーツ×健康

（56.6%）（9.4%）

51.5%
（34.0%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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レイソルしま専科

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

社会貢献活動の一環として継続実施している学校訪問
活動「レイソルしま専科」。

選手がホームタウン内小学校に訪問し、選手自身の
経験談などを子供たちに「夢を持つことの大切さ」を
直接語る活動。

ベテラン・新入団選手を組み合わせ、語るだけでなく、
ボールを使いプロサッカー選手の実技披露を行う
活動です。

柏レイソル（『感動』活動）

ホームタウン

千葉県／柏市



ＦＣ東京（活動領域分布）

ホームタウン

東京都

64.7%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

25.9%

Ｊリーグホームタウン活動調査2018年版 / 2019年3月(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

スポーツ×健康

（85.6%）（11.2%）

9.4%
（11.2%）

活動回数

1,692回

（1,244回）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。
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64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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石川直宏ＣＣが笑顔の聖花リレー（小平市）

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

8月26日(日)「2020に向かってともに走ろう
～こだいらからオリンピック・パラリンピックを
盛り上げよう！～」に、FC東京クラブコミュニ
ケーター・石川直宏が参加。晴天のなか、FC東京の
代表として、そしてオリンピアンの１人として、
聖花（※トーチではなく「花」）リレーの最終走者を
つとめた石川CCは、終始笑顔で走り抜け、ゴール
テープを切りました。いっしょに走り出す子どもたちも
それを、見守る地域のみなさんも、聖花に負けない
笑顔が溢れる印象的な活動となりました。

FC東京は、私たちのホームタウン・東京を地域の
みなさんとともに楽しみ、Ｊリーグ百年構想
「スポーツでもっと幸せな国へ。」を体現するような
活動をこれからも実施していきます。

ＦＣ東京（『感動』活動）

ホームタウン

東京都



東京ヴェルディ（活動領域分布）

ホームタウン

東京都

88.4%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

2.8%

活動回数

319回

（43回）
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スポーツ×健康

（30.2%）（11.6%）

8.8%
（58.1%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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病気と闘う親子を笑顔に！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

東京ヴェルディ所属選手が病気と闘う親子を笑顔に
するため、クラウドファンディングに挑戦しました。

東京ヴェルディが取組むクラウドファンディング事業
を通じて支援を募り、見事目標金額を達成しました。

チャリティイベントとしてヨガ教室を開催すると共に、
選手とクリニクラウン(臨床道化師)がホームタウンに
ある病院を訪問し、病気と闘う親子を笑顔にしました。

今後もホームタウン活動を通じて、多くの方を笑顔に
する活動を続けていきます。

東京ヴェルディ（『感動』活動）

ホームタウン

東京都



ＦＣ町田ゼルビア（活動領域分布）

ホームタウン

東京都／町田市

45.9%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

27.5%

活動回数

305回

（171回）
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スポーツ×健康

（32.2%）（44.4%）

26.6%
（44.4%）

2018

2017

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
*()は2017年実績です。

64.65%

13.61%

21.74%

54クラブの活動領域分布
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地域の宝である子どもを応援しよう！

◆何に感動したか、誰を感動させたか、
将来どうなってほしいか。

5月11日～6月29日 新入生への記念品贈呈

【活動概要】
ＦＣ町田ゼルビアではクラブ理念の1つである『次代を担う
子どもたちの健全な育成と夢の創造に貢献するクラブである
こと』を形として表現するため、約10年をかけて市内小学校へ
入学する新入生の皆さんへ記念品をお渡しさせていただく
プロジェクトを進めておりました。2018年度より町田市
教育委員会様、市内小学校長様のご協力により実現する
運びとなり、市内小学校42校を訪問し、記念品として
『下敷き』を1人1人に贈呈させていただきました。

【エピソード】
選手やクラブマスコットであるゼルビーが各校を訪問すると、
子どもたちが目を輝かせ温かく迎えていただきました。
日頃から応援してくれている子どもから、まだゼルビアの
試合を見たことが子どもまで記念品を手に取ると、記念品を
抱きしめる子や飛び跳ねて喜ぶ姿などを目にすることができ、
活動の大切さを改めて実感しました。
今後も継続的に実施していくことで、ＦＣ町田ゼルビアを
通じて子どもたちの『健全育成』や『夢』を応援して
いきたいと考えています。

ＦＣ町田ゼルビア（『感動』活動）

ホームタウン

東京都／町田市


